
1. 潮間帯生物の定着状況 1-1.調査結果

調査項目：工事区調査項目：工事区域域周辺の周辺の潮間帯生物観察潮間帯生物観察

調査方法：ライントランセクト調査方法：ライントランセクト法を主体とする法を主体とする

調調 査査 日日 ：：施工前施工前 ：：平成平成1188年年44月月11日日

施工後約１ヶ月施工後約１ヶ月：平成：平成1818年年99月月2121日日

施工後約施工後約55ヶ月ヶ月 ：平成：平成1919年年11月月2222日日

施工後約施工後約88ヶ月ヶ月 ：平成：平成1919年年44月月1717日日

施工後約施工後約11年年 ：平成：平成1919年年88月月2727日日

作業船

潜水士

水面上で水面上で
ライントランセクト調査の状況ライントランセクト調査の状況

50cm

50cm 観察枠観察枠

水面下での水面下での
ライントランセクト調査の状況ライントランセクト調査の状況
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護岸部潮間帯への生物の着生状況護岸部潮間帯への生物の着生状況 ①① 種類数種類数

捨 石

H.W.L. AP+2.10m

L.W.L. AP+0.00m
低潮帯

中潮帯

高潮帯

潮間帯

石積護岸

((石積護岸石積護岸))

1111
88
77

約約11年後年後

夏季夏季

H19H19年年88月月

99
66
44

約約88ヶ月後ヶ月後

春季春季

H19H19年年44月月

447788低潮帯低潮帯

33
22

約約11ヶ月ヶ月後後

秋季秋季

H18H18年年99月月

4433中潮帯中潮帯

5544高潮帯高潮帯

約約55ヶ月ヶ月後後

冬季冬季

H19H19年年11月月

施工前施工前

春季春季

H18H18年年33月月

((直立護岸直立護岸))

１工区における施工後の潮間帯動物の種類数比較（ライントランセクト法）

種類数／0.25㎡

高潮帯は、フジツボ類を中心に横這いだったが、約１年後にタマキビガイ、

アラレタマキビガイ等が再定着。中潮帯、低潮帯は、徐々に種類数が増加。
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（
％

）

マガキ イワフジツボ シロスジフジツボ タテジマフジツボ ヨーロッパフジツボ

4－－12
アラレタマ
キビガイ

8

164

－

－

－－－フナムシ

－－64
タマキビガ
イ

個体数／㎡

１工区における潮間帯１工区における潮間帯動物の定着状況（の定着状況（高潮帯））

石
積
護
岸
へ
改
修
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再定着が確認された再定着が確認されたタマキビガイ（１工区高潮帯：施工後約（１工区高潮帯：施工後約11年）年）
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H18.4.1 H18.9.21 H19.1.22 H19.4.17 H19年8月

施工前 1ヵ月後 5ヵ月後 8ヵ月後 1年後

被
度

（％
）

マガキ イワフジツボ シロスジフジツボ タテジマフジツボ ヨーロッパフジツボ

3636－－－－1212－－フナムシフナムシ

9696－－－－－－44ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ

121288－－－－1212イボニシイボニシ

－－－－44－－－－スジエビ属スジエビ属

20202424－－－－－－ﾔﾄﾞｶﾘ類ﾔﾄﾞｶﾘ類

－－44－－－－－－ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ

－－－－44－－－－ヒラムシ目ヒラムシ目

１工区における潮間帯１工区における潮間帯動物の定着状況（の定着状況（中潮帯））

石
積
護
岸
へ
改
修

個体数／㎡
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施工前 1ヵ月後 5ヵ月後 8ヵ月後 1年後

被
度

（
％

）

尋常海綿綱 カンザシゴカイ科 マガキ タテジマフジツボ

2020ウスカラシオツウスカラシオツ
ガイガイ

323244448888ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ

1616888844ﾔﾄﾞｶﾘ類ﾔﾄﾞｶﾘ類

44ﾋﾗｲｿｶﾞﾆﾋﾗｲｿｶﾞﾆ

44ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ

884444イボニシイボニシ

161644ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ

44アサリアサリ

44ｽｼﾞｴﾋﾞﾓﾄﾞｷｽｼﾞｴﾋﾞﾓﾄﾞｷ

44シロボヤシロボヤ

44アカニシアカニシ

１工区における潮間帯１工区における潮間帯動物の定着状況（の定着状況（低潮帯））※※魚類は除く。魚類は除く。

石
積
護
岸
へ
改
修

個体数／㎡個体数／㎡
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施工前 1ヵ月後 5ヵ月後 8ヵ月後 1年後

被
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（
％

）

アオノリ属の一種 アオサ属の一種 藍藻綱の一種

１工区における潮間帯１工区における潮間帯植物の定着状況の定着状況

中潮帯

低潮帯

高潮帯 高潮帯は、施工前、施工後とも潮間帯植物はみられない。高潮帯は、施工前、施工後とも潮間帯植物はみられない。

出現
なし

出現
なし

石
積
護
岸
へ
改
修

石
積
護
岸
へ
改
修
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生物調査時の水質測定結果生物調査時の水質測定結果

項目 水温 塩分 DO ｐH
時期 層 ℃ ‰ ㎎/L
施工前 H18年3月 12.0 30.6 10.1 8.2
約1ヶ月後 H18年9月 26.0 27.4 5.3 7.6
約5ヶ月後 H19年1月 11.4 31.4 7.1 7.9
約8ヶ月後 H18年4月 14.3 29.9 7.8 8.3
約1年後 H19年8月 31.1 26.1 7.8 7.8

項目
時期 層 上層下層上層下層上層下層上層下層
施工前 H18年3月 11.0 10.9 31.0 31.0 10.5 10.4 8.2 8.2
約1ヶ月後 H18年9月 24.7 24.7 27.0 28.0 4.5 4.4 7.6 7.6
約5ヶ月後 H19年1月 11.5 11.6 31.0 31.0 6.9 7.0 7.9 7.9
約8ヶ月後 H18年4月 14.2 14.3 30.0 30.0 10.4 10.2 8.6 8.6
約1年後 H19年8月 29.7 29.9 25.8 26.0 7.8 7.7 7.9 7.9

水温 塩分 DO ｐH

のり先（のり先（30m30m付近）付近）

沖合（沖合（100m100m付近）付近）
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